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は
じ
め
に

『
他
師
破
決
集
』
の
撰
者
で
あ
る
侍
従
僧
正
了
賢
（
一
二
七
九
～
一
三
四
七
）
は
、『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
心
蓮
院
本１
） 

に
は
、

了
賢
僧
正 

侍
従
、
毛
利
時
賢
子
、
了
遍
僧
正
御
附
法
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
附
法
八
人

と
説
か
れ
、
ま
た
同
じ
く
『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
恵
山
書
写
本２
） 

に
は
、

了
賢
僧
正 

侍
従
、
毛
利
親
宗
子
、
了
遍
僧
正
附
法
、
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
正
安
元
年
十
一
月
十
九
日
、

於
菩
提
院
道
場
、
対
大
僧
正
了
遍
受
灌
頂
、
色
衆
八
口
、
教
授
前
大
僧
正
禅
助
、
但
別
座
、
貞
和
三

年　

月　

日
、
入
滅

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
毛
利
時
賢
、
あ
る
い
は
毛
利
親
宗
の
子３

で
あ
り
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
仁
和
寺
菩
提
院
に

お
い
て
了
遍
（
一
二
二
四
～
一
三
一
一
）
よ
り
灌
頂
を
受
け
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
の
学
頭
と
な
っ
た
学
匠
で
あ
る
。

了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
訳
注
（
三
）
―
巻
第
一
ノ
三
―
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ま
た
、
そ
の
主
著
『
他
師
破
決
集
』
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
に
よ
れ
ば４
、
他
宗
の
諸
学
匠
（
徳
一
・
道
詮
・
珍
海
・

最
澄
・
円
珍
・
安
然
・
兼
証
・
淡
海
三
船
等
）
が
東
密
の
教
義
等
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
疑
難
を
破
す
る
た
め
の
書
で
あ
り
、

三
十
一
の
条
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
の
奥
書
に
は
、「
元
徳
三
年
正
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一
。
法
印

権
大
僧
都
了
賢５

」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
巻
五
の
奥
書
に
は
、「
正
慶
元
年
五
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一
／
法
印

権
大
僧
都
了
賢６

」
と
あ
る
通
り
、元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）、正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
の
頃
に
「
大
覚
寺
殿７
」
の
仰
せ
に
よ
っ

て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
他
師
破
決
集
』
は
、
先
行
研
究
で
は
、
主
に
徳
一
の
『
真
言
宗
未
決
文
』
に
対
す
る
反
駁
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
学
匠
に
対
す
る
反
駁
が
扱
わ
れ
た
論
考
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
は
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
み
で
あ
り
、
了
賢
や
『
他
師
破
決
集
』
自
体
を
扱
っ
た
研
究
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
『
他
師
破
決
集
』
の
全
体
像
を
把
捉
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
訳
注
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
訳
注

に
お
い
て
用
い
る
の
は
、「
承
応
二
年
刊
本
」
を
底
本
、「
仁
和
寺
蔵
古
写
本
」
を
対
校
本
と
し
た
、『
真
言
宗
全
書
』
巻

二
一
所
収
本
で
あ
る
。



―87―

了賢撰『他師破決集』訳注（三）（別所）

　
　

凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
の
【
原
文
】
に
、【
訓
読
】・【
典
拠
】・【
解
説
】
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、【
原
文
】
は
、詳
細
な
【
解
説
】
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、条
目
を
更
に
細
か
く
区
切
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、【
訓

読
】
を
表
記
し
て
い
る
た
め
、【
原
文
】
に
返
り
点
を
付
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

三
、
条
目
に
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
七
頁
上
～
一
二
八
頁
上
）
に
し
た
が
っ
て
通
番
号
を
付
し
た
。
巻
第
一
ノ
三

に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

四
、五
智
各
別
仏
体
事

四
、【
原
文
】
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
類
も
含
め
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
踊
り
字
も

元
の
字
体
に
改
め
た
。
中
略
を
示
す
「
〇
」
に
つ
い
て
は
【
原
文
】【
訓
読
】
と
も
に
「
…
…
（
中
略
）
…
…
」
と
表

記
し
た
。

五
、【
訓
読
】
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行



―88―

の
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
書
名
は
原
則
と
し
て
『　

』
で
囲
い
、引
用
文
も
「　

」
で
囲
っ
た
。
ま
た
割
注
に
は
〈　

〉

を
付
し
た
。

六
、【
典
拠
】
に
お
け
る
主
要
引
用
文
献
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

　
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
大
正
、『
弘
法
大
師
全
集
』
→
弘
全
、『
真
言
宗
全
書
』
→
真
全

七
、【
解
説
】
は
、
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
現
代
語
訳
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

	

訳
注
研
究

	

四
、	

五
智
各
別
仏
体
事

【
原
文
】

　
　

五
智
各
別
仏
体
事

徳
一
未
決
云
、
五
智
疑
者
菩
提
心
論
云
、
五
方
仏
位
各
表
一
智
。
東
方
阿
閦
仏
成
大
円
鏡
智
。
…
…
（
中
略
）
…
…
中
方



―89―

了賢撰『他師破決集』訳注（三）（別所）

毘
盧
遮
那
仏
由
成
法
界
智
為
本
文
。
今
疑
。
此
有
二
失
。
一
諸
仏
智
不
平
等
失
、
二
餘
仏
無
智
失
。

所
言
仏
智
不
平
等
失
者
、
一
切
諸
仏
各
具
五
智
。
無
有
一
仏
不
具
五
智
。
此
論
云
別
五
方
仏
各
成
一
智
、
不
成
餘
四
智
。

此
即
違
唯
識
・
仏
地
等
諸
論
説
。
所
言
餘
仏
無
智
失
者
、
且
如
娑
婆
界
有
十
方
仏
土
、
而
囲
繞
之
、
此
中
四
方
仏
各
成
一
智
、

餘
四
維
上
下
此
六
方
仏
成
何
智
耶
。
此
疑
未
決
文
。

【
訓
読
】

　
　

五
智
各
の
別
仏
の
体
な
る
事

徳（１
）一
の
『
未
決
』
に
云
く
、「
五
智
の
疑
と
は
『
菩
（
２
）提
心
論
』
に
云
く
、「
五
方
の
仏
位
に
各
の
一
智
を
表
す
。
東
方
阿

閦
仏
は
大
円
鏡
智
を
成
ず
。
…
…
（
中
略
）
…
…
中
方
毘
盧
遮
那
仏
は
法
界
智
を
成
ず
る
に
由
り
て
本
と
為
す
」
と
文
り
。

今
疑
う
。
此
に
二
失
有
り
。
一
に
は
諸
仏
智
不
平
等
の
失
、
二
に
は
餘
仏
無
智
の
失
な
り
。

言
う
所
の
仏
智
不
平
等
の
失
と
は
、
一
切
諸
仏
は
各
の
五
智
を
具
す
。
一
仏
と
し
て
五
智
を
具
せ
ざ
る
有
る
こ
と
無
し
。

此
の
論
に
別
し
て
五
方
仏
に
各
の
一
智
を
成
ず
と
云
い
、
餘
の
四
智
を
成
ぜ
ず
。
此
れ
即
ち
『
唯
（
３
）識
』・『
仏
地
』
等
の
諸

論
の
説
に
違
う
。
言
う
所
の
餘
仏
無
智
の
失
と
は
、
且
く
娑
婆
界
に
十
方
仏
土
有
り
て
、
こ
れ
を
囲
繞
す
る
が
如
き
は
、

此
の
中
の
四
方
仏
の
各
の
一
智
を
成
ぜ
ば
、
餘
の
四
維
・
上
・
下
の
此
の
六
方
仏
は
何
の
智
を
成
ず
る
や
。
此
の
疑
未
だ

決
せ
ず
」
と
文
り
。
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【
典
拠
】

（
１
）
徳
一
の
『
未
決
』：
徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』（
大
正
七
七
・
八
六
三
頁
下
～
八
六
四
頁
上
）

（
２
）『
菩
提
心
論
』：『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（
大
正
三
二
・
五
七
三
頁
下
）。
な
お
、
原
文
を
示

せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

於
二

三
十
七
尊
中
一
、五
方
仏
位
、
各
表
二

一
智
一
。
東
方
阿
閦
仏
、
因
レ

成
二

大
円
鏡
智
一

亦
名
二

金
剛
智
一

也
。

南
方
宝
生
仏
、
由
レ
成
二
平
等
性
智
一
亦
名
二
灌
頂
智
一
也
。
西
方
阿
弥
陀
仏
、
由
レ
成
二
妙
観
察
智
一
亦
名
二
蓮
華

智
一
、
亦
名
二
転
法
輪
智
一
也
。
北
方
不
空
成
就
仏
、
由
レ
成
二
成
所
作
智
一
亦
名
二
羯
磨
智
一
也
。
中
方
毘
盧
遮
那

仏
、
由
レ
成
二
法
界
智
一
為
レ
本
。

（
３
）『
唯
識
』・『
仏
地
』：『
成
唯
識
論
』
巻
一
〇
（
大
正
三
一
・
五
六
頁
上
～
五
七
頁
上
、取
意
）、並
び
に
『
仏
地
経
論
』
巻
三
（
大

正
二
六
・
三
〇
一
頁
中
～
三
〇
二
頁
中
、
取
意
）。

【
解
説
】

こ
の
条
目
は
、徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』「
五
智
疑
」
を
問
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
疑
に
お
い
て
徳
一
は
、『
菩
提
心
論
』

に
「
五
方
の
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
智
を
あ
ら
わ
す
」
と
あ
る
こ
と
を
問
題
視
し
、「
諸
仏
の
智
が
平
等
で
な
い
と
い
う
過
失
」

な
ら
び
に
「
他
の
仏
に
智
が
無
い
と
い
う
過
失
」
の
二
失
が
あ
る
と
す
る
。

「
諸
仏
の
智
が
平
等
で
な
い
と
い
う
過
失
」
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
が
五
智
を
具
え
て
い
る
は
ず
な
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の
に
、『
菩
提
心
論
』
に
は
、
五
方
の
仏
そ
れ
ぞ
れ
は
一
智
の
み
を
具
え
て
い
る
と
説
か
れ
、
他
の
四
智
が
欠
け
て
い
る

と
い
う
疑
難
で
あ
る
。「
他
の
仏
に
智
が
無
い
と
い
う
過
失
」
と
い
う
の
は
、
娑
婆
世
界
は
十
方
を
仏
土
に
囲
ま
れ
て
い

る
が
、
も
し
四
方
（
東
・
南
・
西
・
北
）
の
仏
が
一
智
を
成
ず
る
な
ら
ば
、
他
の
六
方
に
い
る
仏
は
智
を
持
っ
て
い
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
難
で
あ
る
。
こ
の
徳
一
の
疑
難
を
挙
げ
た
う
え
で
、
以
下
の
問
答
が
展
開

さ
れ
る
。

【
原
文
】

問
。
真
言
意
、
立
五
智
各
別
仏
体
可
云
耶
。　

答
。
你
。

【
訓
読
】

問
う
。
真
言
の
意
は
、
五
智
各
別
の
仏
体
を
立
つ
と
云
う
べ
し
や
。　

答
う
。
你
な
り
。

【
解
説
】

先
の
徳
一
の
疑
義
を
受
け
た
う
え
で
の
問
答
で
あ
る
。
問
者
は
、「
真
言
密
教
で
は
五
智
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
仏
を
立
て

る
の
か
」
と
問
い
、
答
者
は
、「
五
智
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
仏
を
立
て
る
」
と
答
え
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
、
大
円
鏡
智
を
東
方
阿
閦
如
来
が
、
平
等
性
智
を
南
方
宝
生
如
来
が
、
妙
観
察
智
を
西
方
阿
弥
陀
如
来
が
、

成
所
作
智
を
北
方
不
空
成
就
如
来
が
、
法
界
体
性
智
（『
菩
提
心
論
』
で
は
「
法
界
智
」）
を
中
央
大
日
如
来
が
備
え
て
い
る

と
主
張
す
る
。

【
原
文
】

難
云
、
今
就
五
仏
名
字
案
仏
体
建
立
、
於
仏
果
不
立
勝
劣
、
常
途
定
判
也
。
五
仏
者
、
四
方
者
劣
、
中
台
者
勝
也
。
可
有

仏
果
勝
劣
之
失
。
加
之
、
五
智
者
一
仏
所
具
也
。
何
各
別
具
之
耶
。
若
強
立
此
義
者
、
五
智
不
具
仏
可
有
之
。
未
足
信
用

者
也
。
何
況
唯
五
方
仏
各
有
一
智
而
成
五
智
。
然
者
餘
方
仏
具
何
智
耶
。
云
彼
云
此
道
理
、
不
極
成
者
歟
。
如
何
。

【
訓
読
】

難
じ
て
云
く
、
今
五
仏
の
名
字
に
就
き
て
仏
体
の
建
立
を
案
ず
る
に
、
仏
果
に
於
い
て
勝
劣
を
立
て
ざ
る
は
、
常
途
の

定
判
な
り
。
五
仏
と
は
、
四
方
は
劣
、
中
台
は
勝
な
り
。
仏
果
勝
劣
の
失
有
る
べ
し
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
五
智
と
は
一

仏
の
所
具
な
り
。
何
ぞ
各
別
に
こ
れ
を
具
せ
ん
や
。
若
し
強
い
て
此
の
義
を
立
つ
れ
ば
、
五
智
不
具
の
仏
こ
れ
有
る
べ
し
。

未
だ
信
用
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
何
に
況
ん
や
唯
だ
五
方
仏
に
各
の
一
智
の
み
有
り
て
五
智
を
成
ず
。
然
ら
ば
餘

方
の
仏
は
何
れ
の
智
を
具
せ
ん
や
。
彼
と
云
い
此
と
云
う
道
理
、
極
成
せ
ざ
る
も
の
か
。
如
何
。
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【
解
説
】

答
者
の
回
答
を
受
け
て
の
重
難
で
あ
る
。
問
者
は
、
仏
果
に
勝
劣
を
つ
け
な
い
こ
と
は
定
判
で
あ
る
の
に
、
真
言
密
教

の
五
仏
は
、
四
仏
が
劣
、
中
台
が
勝
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
答
者
の
見
解
に
は
仏
果
に
勝
劣
が
あ
る
と
い
う
過
失

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
五
智
は
一
仏
が
具
え
て
い
る
（
一
仏
が
五
智
を
す
べ
て
具
え
て
い
る
）
は
ず
な
の
に
、
ど

う
し
て
一
仏
が
一
智
の
み
を
具
え
、
他
の
四
智
を
具
え
て
い
な
い
の
か
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
五
智
す
べ
て
を
具
え

て
い
な
い
仏
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
問
者
は
、
真
言
密
教
（
答
者
）
の
見
解
で
は
、
五
方
（
東
・
南
・
西
・
北
・
中
）
の
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
智
の
み
を
具
え
、

五
方
仏
全
体
で
五
智
を
な
し
て
い
る
た
め
、
他
の
方
角
（
東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
・
上
・
下
）
の
仏
は
如
何
な
る
智
を

具
え
る
の
か
、
と
難
じ
て
い
る
。
こ
の
難
は
、
徳
一
の
疑
難
と
同
様
で
あ
る
。

【
原
文
】

答
。
自
宗
意
、
因
果
共
不
生
而
迷
悟
同
覚
了
也
。
依
之
秘
経
、
三
十
七
尊
皆
名
自
性
身
、
釈
経
、
因
果
共
立
如
来
之
名
字
。

顕
家
者
捨
因
取
果
故
、
見
仏
仮
相
不
知
仏
実
体
。
抑
五
仏
者
、
大
日
者
以
果
極
円
満
総
体
為
仏
、
四
仏
者
以
本
有
四
点
辺

徳
為
仏
。
為
顕
此
義
故
、
建
立
五
仏
別
体
。
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於
仏
智
不
平
等
失
者
、
人
法
一
体
故
、
有
法
者
必
有
人
。
有
五
智
各
別
道
理
者
、
仏
体
何
無
五
人
耶
。
然
各
具
五
智
故
、

各
雖
主
一
智
、
五
智
円
満
之
義
、
更
不
相
違
者
也
。
所
謂
四
仏
者
大
日
之
四
智
、
四
菩
薩
者
是
阿
閦
之
四
智
也
。
合
中
台

為
五
智
。
餘
仏
可
准
之
。
凡
万
法
皆
有
四
方
中
。
又
有
五
季
、
有
五
大
、
有
五
穀
、
有
五
常
、
有
五
音
。
此
等
又
法
性
也
。

今
約
人
之
時
名
五
仏
。

於
餘
仏
無
智
失
者
、
四
維
仏
智
者
金
剛
界
八
供
養
也
。
胎
蔵
界
四
行
菩
薩
三
摩
地
也
。
上
下
仏
者
、
上
方
者
金
剛
界
大
日
、

下
方
者
胎
蔵
界
大
日
也
。
金
剛
界
者
智
故
陽
也
。
胎
蔵
界
者
理
故
陰
也
。
以
金
胎
如
次
号
天
地
曼
荼
羅
此
意
也
。
依
之
一

切
仏
偏
非
可
主
智
。
戒
定
慧
等
功
徳
、
各
各
現
仏
体
。
仍
五
方
仏
者
五
智
所
現
、
四
維
尊
者
四
定
、
上
下
仏
者
理
智
也
。

或
又
諸
尊
悉
可
云
表
智
。
秘
経
云
、
三
十
七
円
円
智
文
。
雖
有
分
定
慧
之
辺
、
通
皆
名
智
故
、
十
方
仏
各
表
一
智
。
又
具

諸
智
准
五
仏
悉
之
。

【
訓
読
】

答
う
。
自
宗
の
意
、
因
果
共
に
不
生
に
し
て
迷
悟
同
じ
く
覚
了
な
り
。
こ
れ
に
依
り
て
『
秘
（
１
）経
』
に
、
三
十
七
尊
は
皆

な
自
性
身
と
名
づ
け
、『
釈
（
２
）経
』
に
、
因
果
共
に
如
来
の
名
字
を
立
つ
。
顕
家
は
因
を
捨
て
果
を
取
る
が
故
に
、
仏
の
仮

相
を
見
て
仏
の
実
体
を
知
ら
ず
。
抑
も
五
仏
と
は
、
大
日
は
果
極
円
満
総
体
を
以
て
仏
と
為
し
、
四
仏
は
本
有
四
点
の
辺

徳
を
以
て
仏
と
為
す
。
此
の
義
を
顕
さ
ん
が
為
の
故
に
、
五
仏
の
別
体
を
建
立
す
。

仏
智
不
平
等
の
失
に
於
い
て
は
、
人
法
一
体
の
故
に
、
法
有
れ
ば
必
ず
人
有
り
。
五
智
各
別
の
道
理
有
る
に
、
仏
体
何
ぞ
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五
人
無
か
ら
ん
や
。
然
ど
も
各
の
五
智
を
具
す
る
が
故
に
、
各
の
一
智
を
主
つ
か
さ
どる
と
雖
も
、
五
智
円
満
の
義
、
更
に
相
違
せ
ざ

る
も
の
な
り
。
所
謂
る
四
仏
は
大
日
の
四
智
、
四
菩
薩
は
是
れ
阿
閦
の
四
智
な
り
。
中
台
を
合
し
て
五
智
と
為
す
。
餘
仏
も

こ
れ
に
准
ず
べ
し
。
凡
そ
万
法
皆
な
四
方
の
中
に
有
り
。
又
た
五
（
３
）季
有
り
、五
（
４
）大
有
り
、五
（
５
）穀
有
り
、五
（
６
）常
有
り
、
五
（
７
）音
有
り
。

此
れ
等
も
又
た
法
性
な
り
。
今
人
に
約
す
る
の
時
に
五
仏
と
名
づ
く
。

餘
仏
無
智
の
失
に
於
い
て
は
、
四
維
の
仏
智
は
金
剛
界
の
八
供
養
な
り
。
胎
蔵
界
の
四
（
８
）行
菩
薩
の
三
摩
地
な
り
。
上
下

の
仏
と
は
、
上
方
は
金
剛
界
大
日
、
下
方
は
胎
蔵
界
大
日
な
り
。
金
剛
界
は
智
の
故
に
陽
な
り
。
胎
蔵
界
は
理
の
故
に
陰

な
り
。
金
胎
を
以
て
次
い
で
の
如
く
天
（
９
）地

曼
荼
羅
と
号
す
る
は
此
の
意
な
り
。
こ
れ
に
依
り
て
一
切
の
仏
は
偏
に
智
を
主

る
べ
き
に
非
ず
。
戒
・
定
・
慧
等
の
功
徳
、
各
各
の
仏
体
を
現
ず
。
仍
て
五
方
の
仏
は
五
智
の
所
現
、
四
維
の
尊
は
四

A
C
B

定
、

上
下
の
仏
は
理
智
な
り
。
或
は
又
た
諸
尊
悉
く
智
を
表
わ
す
と
云
う
べ
し
。『
秘

A
D
B

経
』
に
云
く
、「
三
十
七
円
円
智
な
り
」

と
文
り
。
定
・
慧
を
分
か
つ
の
辺
有
り
と
雖
も
、
通
じ
て
皆
な
智
と
名
づ
く
る
故
に
、
十
方
仏
は
各
の
一
智
を
表
わ
す
。

又
た
諸
智
を
具
す
る
こ
と
五
仏
に
准
じ
て
こ
れ
を
悉
く
せ
よ
。

【
典
拠
】

（
１
）『
秘
経
』：『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』（
大
正
一
八
・
二
九
一
頁
上
）
に
、「
自
性
及
受
用
・
変
化
Q
等
流
、

仏
徳
三
十
六
、
皆
同
二
自
性
身
一
。
Q
二
法
界
身
一
、
総
成
二
三
十
七
一
也
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
か
。

（
２
）『
釈
経
』：『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
耶
経
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈
』
巻
下
（
大
正
一
九
・
六
一
五
頁
上
）
に
、「
一
切
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外
道
諸
天
、
悉
具
二
如
来
蔵
一
。
是
未
来
仏
。
令
二
捨
レ
邪
帰
一レ
正
故
、
名
二
恐
怖
一
切
如
来
一
。
如
来
者
、
離
二
五
怖
一

得
二
四
無
所
畏
一
、無
二
能
怖
一
者
也
。今
所
二
恐
怖
一
非
下
在
二
果
位
一
如
来
上
、乃
在
二
因
位
一
也
」と
あ
る
こ
と
を
指
す
か
。

（
３
）
五
季
：
古
代
中
国
の
五
つ
の
王
朝
を
指
す
か
。
す
な
わ
ち
、
唐
・
虞
・
夏
・
殷
・
周
の
こ
と
。
あ
る
い
は
、
唐
が

滅
び
北
宋
が
興
る
ま
で
の
間
に
興
っ
た
後
梁
・
後
唐
・
後
晋
・
後
漢
・
後
周
の
こ
と
。
五
代
と
も
い
う
。

（
４
） 

五
大
：
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
、
万
物
の
構
成
要
素
。

（
５
） 

五
穀
：
五
つ
の
穀
物
の
こ
と
。
大
麦
・
小
麦
・
稲
穀
・
小
豆
・
胡
麻（『
蘇
悉
地
羯
囉
経
』巻
中（
大
正
一
八
・
六
二
二
頁
中
）等
）、

稲
穀
・
小
豆
・
小
麦
・
大
麦
・
青
稞
（『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
一
二
（
大
正
一
八
・
八
九
三
頁
下
）
等
）、
粟
・
大
麦
・
青
稞
・

小
豆
・
稲
穀
（『
陀
羅
尼
集
経
』
巻
九
（
大
正
一
八
・
八
六
二
頁
上
～
中
）
等
）、な
ど
、経
軌
に
よ
っ
て
説
は
一
同
で
は
な
い
。

（
６
）
五
常
：
儒
教
で
人
が
常
に
行
う
べ
き
五
つ
の
正
し
い
道
、
す
な
わ
ち
、
仁
・
義
・
礼
・
智
（
知
）・
信
の
こ
と
を
指
す
か
。

あ
る
い
は
、
五
戒
（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
淫
・
不
妄
語
・
不
飲
酒
）
の
こ
と
も
五
常
と
い
う
た
め
、
こ
の
い
ず
れ

か
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
五
音
：
五
種
の
音
調
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
こ
と
。

（
８
）
四
行
菩
薩
：
胎
蔵
曼
荼
羅
の
八
葉
四
隅
の
四
菩
薩
で
、
す
な
わ
ち
、
東
南
普
賢
・
西
南
文
殊
・
西
北
観
音
・
東
北

弥
勒
の
こ
と
。

（
９
）
天
地
曼
荼
羅
：
天
曼
荼
羅
と
地
曼
荼
羅
の
こ
と
。
伝
空
海
撰
『
両
宮
形
文
深
釈
』
巻
上
（
弘
全
五
・
一
五
〇
頁
）
に
「
内

者
通
二
胎
蔵
界
一
現
二
地
曼
荼
羅
一
、
外
者
通
二
金
剛
界
一
顕
二
天
曼
荼
羅
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
曼
荼
羅
は
胎
蔵
界
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を
指
し
、
天
曼
荼
羅
は
金
剛
界
を
指
す
。
た
だ
し
、『
両
宮
形
文
深
釈
』
は
空
海
の
真
撰
で
は
な
い
と
さ
れ
、
い
つ

著
さ
れ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、
了
賢
（
一
二
七
九
～
一
三
四
七
）
と
同
時
代
の
台
密
学
僧
で
あ
る
澄
豪
（
一
二
五
九
～
一
三
五
〇
）
撰
『
総
持

抄
』
巻
三
「
虚
空
蔵
法
事　

三
形
事
」（
大
正
七
七
・
六
三
頁
上
）
に
は
、「
身
色
金
色
者
、
理
智
不
二
之
色
也
。
此
尊

著
二
五
仏
宝
冠
一
事
、
五
仏
表
レ
地
。
五
智
表
レ
天
。
此
菩
薩
天
曼
荼
羅
、
金
界
義
也
。
今
五
仏
宝
冠
地
曼
荼
羅
、
胎

蔵
意
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、了
賢
の
在
世
時
に
は
、天
曼
荼
羅
を
金
剛
界
、地
曼
荼
羅
を
胎
蔵
界
と
呼
称
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

（
10
）
四
定
：『
秘
蔵
記
』（
弘
全
二
・
一
七
頁
）
に
、「
瑜
伽
者
、
修
二
習
四
無
量
心
定
一
、
誦
二
四
無
量
心
真
言
一
、
於
二
未
来

所
有
人
天
種
種
魔
業
障
難
一
、悉
皆
除
滅
、身
中
頓
集
二
無
量
福
聚
一
、心
得
二
調
柔
一
、堪
任
自
在
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

四
無
量
心
（
慈
・
悲
・
喜
・
捨
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
秘
蔵
記
』
で
は
、
行
者
が
四
無
量
心
を
観
じ
て
修
行
す

れ
ば
、
三
毒
の
煩
悩
を
離
れ
、
四
菩
薩
の
内
証
に
契
い
、
一
切
衆
生
を
度
脱
さ
せ
、
無
量
の
徳
を
集
め
て
諸
事
を

成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
か
れ
る
（
弘
全
二
・
一
五
～
一
七
頁
）。
四
無
量
心
を
四
菩
薩
や
五
智
な
ど
に
配
釈
す

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
図
は
『
密
教
大
辞
典
』
を
参
照
し
た
）。

四
無
量
心

所
断
の
煩
悩

識
体

智
体

四
菩
薩
（
金
）

四
菩
薩
（
胎
）

五
仏

慈

貪

阿
頼
耶
識

法
界
体
性
智　

大
円
鏡
智

金
剛
薩
埵

普
賢

阿
閦
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悲

瞋

末
那
識

平
等
性
智

虚
空
蔵

文
殊

宝
生

喜

痴
・
嫉
妬

意
識

妙
観
察
智

観
自
在

観
音

阿
弥
陀

捨

三
事
に
通
ず

前
五
識

成
所
作
智

虚
空
庫

弥
勒

不
空
成
就

（
11
）『
秘
経
』：
詳
細
不
明
。『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』（
大
正
一
八
・
二
八
八
頁
上
）
の
「
謂
自
性
身
・
受
用
身
・

変
化
身
・
等
流
身
、
満
二
足
五
智
・
三
十
七
等
一
不
共
仏
法
」
を
指
す
か
。

【
解
説
】

問
者
の
重
難
を
受
け
て
の
回
答
。
答
者
は
、
東
密
で
は
因
も
果
も
不
生
、
迷
と
悟
も
覚
了
で
あ
る
と
し
、
東
密
は
因
と

果
が
等
し
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
、『
分
別
聖
位
経
』
に
三
十
七
尊
を
す
べ
て
自
性
身
と
名
づ
け
る
と
あ
り
、ま
た
『
釈

経
』（『
理
趣
釈
経
』
を
指
す
か
）
に
は
、
因
果
に
共
に
如
来
の
名
を
挙
げ
る
と
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
顕
教
は
、

密
教
と
は
異
な
り
、
因
果
が
等
し
い
と
み
な
い
た
め
、
因
を
捨
て
て
果
を
取
る
の
で
、
仏
の
仮
の
姿
の
み
を
見
て
実
体
を

知
ら
な
い
と
す
る
。

ま
た
答
者
は
、
そ
も
そ
も
五
仏
と
は
、
大
日
は
極
果
円
満
の
総
体
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
仏
と
し
、
他
の
四
仏
は
本
有

の
四
点
（
四
転
）
の
辺
徳
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
仏
と
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
義
を
顕
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わ
す
た
め
に
、
東
密
で
は
五
仏
が
別
体
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
だ
と
す
る
。

五
仏
が
具
え
て
い
る
智
が
平
等
で
は
な
い
と
い
う
過
失
に
つ
い
て
は
、
人
法
は
一
体
で
あ
る
か
ら
、
法
が
あ
れ
ば
必
ず

人
が
あ
る
。
五
智
と
い
う
五
つ
の
智
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
仏
に
も
必
ず
五
仏
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
五

仏
は
一
智
を
つ
か
さ
ど
っ
て
は
い
る
が
、
実
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
五
智
全
て
を
具
え
て
い
る
の
で
、
五
仏
は
五
智
を
円
満
に

具
え
て
い
る
と
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
仏
は
大
日
如
来
に
対
す
る
四
智
で
あ
り
、
東
方
の
四
菩
薩
（
金
剛
薩
埵
・
金

剛
王
・
金
剛
愛
・
金
剛
喜
）
は
阿
閦
如
来
に
対
す
る
四
智
で
あ
る
。
そ
れ
に
中
台
（
四
仏
で
あ
れ
ば
大
日
、
東
方
の
四
菩
薩
で
あ

れ
ば
阿
閦
）
を
合
し
て
五
智
と
す
る
と
し
、
そ
の
他
の
仏
（
南
方
宝
生
如
来
・
西
方
阿
弥
陀
如
来
・
北
方
不
空
成
就
如
来
）
も
、

こ
れ
に
准
じ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
全
て
四
方
に
あ
り
、
そ
の
中
の
五
季
、
五
大
、
五
穀
、
五
常
、

五
音
、こ
れ
等
も
す
べ
て
法
性
で
あ
る
と
し
、人
と
い
う
観
点
よ
り
論
ず
る
際
に
そ
れ
ら
を
五
仏
と
名
づ
け
る
の
だ
と
す
る
。

次
に
、
五
方
以
外
の
四
維
・
上
下
の
仏
が
智
を
具
え
て
い
な
い
と
い
う
過
失
に
つ
い
て
は
、
四
維
の
仏
智
は
金
剛
界
の

八
供
養
菩
薩
（
嬉
・
鬘
・
歌
・
舞
・
香
・
華
・
灯
・
塗
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
胎
蔵
曼
荼
羅
の
四
行
菩
薩
の
三
摩
地
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
上
方
は
金
剛
界
大
日
（
智
・
陽
）、
下
方
は
胎
蔵
界
大
日
（
理
・
陰
）
で
あ
る
と
し
、
金
剛
界
を
天
曼
荼
羅
、
胎
蔵
界

を
地
曼
荼
羅
と
号
す
る
の
は
こ
の
意
義
に
よ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
仏
が
ひ
と
え
に
智
を
つ
か
さ
ど
る

べ
き
で
は
な
く
、
戒
・
定
・
慧
な
ど
の
功
徳
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
体
を
現
わ
す
の
だ
と
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
方
の

仏
は
五
智
の
所
現
で
あ
り
、
四
維
の
尊
は
四
定
で
あ
り
、
上
下
の
仏
は
理
智
で
あ
る
と
す
る
。

あ
る
い
は
別
の
解
釈
と
し
て
、
諸
尊
は
す
べ
か
ら
く
智
を
表
わ
す
と
い
う
と
し
、
そ
の
根
拠
に
『
秘
経
』（『
分
別
聖
位
経
』
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を
指
す
か
）
の
「
三
十
七
尊
は
円
満
の
智
で
あ
る
」
と
い
う
文
を
引
い
て
い
る
。
定
と
慧
と
を
分
け
る
と
い
う
義
辺
が
あ

る
と
し
て
も
、
総
じ
て
こ
れ
ら
を
智
と
名
づ
け
る
た
め
、
十
方
の
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
が
一
智
を
表
わ
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
、
十
方
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
智
を
具
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
実
に
は
五
仏
と
同
様
に
、
五
智
全
て
を
具
え
て
い
る

と
主
張
し
て
い
る
。

【
原
文
】

問
。
已
云
十
方
仏
土
。
何
以
四
維
為
四
行
菩
薩
耶
。

答
。
十
方
仏
土
各
対
辺
成
中
位
義
者
可
為
大
日
。
若
対
中
位
成
辺
義
者
四
方
四
仏
、
四
維
四
菩
薩
也
。
随
義
理
成
其
形
相

故
也
。
仍
随
相
望
雖
不
定
、
因
果
共
名
仏
之
上
者
、
十
方
仏
土
之
言
更
不
相
違
歟
。
但
十
方
仏
土
廃
立
者
、
以
上
下
為
両

部
中
位
大
日
、
以
餘
方
為
四
智
四
定
之
義
門
也
。
是
以
金
輪
儀
軌
云
、
十
方
仏
土
中
唯
有
智
拳
印
文
。
智
拳
印
者
大
日
也
。

中
位
大
日
為
主
、
餘
方
諸
仏
為
伴
故
、
云
唯
有
智
拳
印
也
。

【
訓
読
】

問
う
。
已
に
十
方
仏
土
と
云
う
。
何
ぞ
四
維
を
以
て
四
行
菩
薩
と
や
せ
ん
。

答
う
。
十
方
仏
土
各
の
辺
に
対
し
て
中
位
の
義
を
成
ず
れ
ば
大
日
と
為
す
べ
し
。
若
し
中
位
に
対
し
て
辺
の
義
を
成
ず
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れ
ば
四
方
四
仏
、
四
維
四
菩
薩
な
り
。
義
理
に
随
い
て
其
の
形
相
を
成
ず
る
が
故
な
り
。
仍
て
相
望
に
随
い
て
不
定
な
り

と
雖
も
、
因
果
共
に
仏
と
名
づ
く
る
の
上
は
、
十
方
仏
土
の
言
更
に
相
違
せ
ざ
る
か
。
但
し
十
方
仏
土
の
廃
立
は
、
上
下

を
以
て
両
部
中
位
の
大
日
と
為
し
、餘
方
を
以
て
四
智
四
定
と
為
す
の
義
門
な
り
。
是
を
以
て
『
金
（
１
）輪
儀
軌
』
に
云
く
、「
十

方
仏
土
の
中
唯
だ
智
拳
印
の
み
有
り
」
と
文
り
。「
智
拳
印
」
と
は
大
日
な
り
。
中
位
の
大
日
を
主
と
為
し
、
餘
方
の
諸

仏
を
伴
と
為
す
が
故
に
、「
唯
有
智
拳
印
」
と
云
う
な
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
金
輪
儀
軌
』：『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（
大
正
一
九
・
三
二
二
頁
中
）
に
智
拳
印
の

釈
と
し
て
、「
右
執
二
左
頭
指
一
、十
方
刹
土
中
、
唯
有
二
一
仏
乗
如
来
之
頂
法
一
、
等
持
二
諸
仏
体
一
。
是
故
名
二
智
拳
一
」

と
説
か
れ
る
こ
と
を
指
す
か
。

【
解
説
】

先
の
問
答
を
受
け
て
の
第
三
重
の
問
答
で
あ
る
。
問
者
は
、
十
方
仏
土
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
四
維
の
仏
土
を
四

行
菩
薩
と
す
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
仏
土
と
い
っ
て
い
る
の
に
、
そ
こ
に
菩
薩
が
当
て
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い
と
難
ず
る
。

そ
れ
に
対
し
て
答
者
は
、
十
方
仏
土
と
い
う
辺
（
は
て
、
か
ぎ
り
）
に
対
し
て
中
央
と
い
う
位
の
義
を
成
ず
る
（
十
方
に

辺
地
が
あ
る
か
ら
中
央
が
あ
る
と
い
う
観
点
）
な
ら
ば
、
四
方
四
維
は
す
べ
て
大
日
で
あ
り
、
中
央
と
い
う
位
に
対
し
て
十
方
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と
い
う
辺
の
義
を
成
ず
る
（
中
央
が
あ
る
か
ら
辺
地
が
あ
る
と
い
う
観
点
）
な
ら
ば
、
四
方
は
四
仏
、
四
維
は
四
菩
薩
で
あ
る

と
し
て
、
二
つ
の
視
点
を
提
示
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
視
点
に
よ
っ
て
一
定
し
な
い
が
、
密
教
で
は
因
果
を
共
に
仏
と
み

る
た
め
、
十
方
仏
土
と
い
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
主
張
す
る
。

た
だ
し
、
十
方
仏
土
の
廃
立
（
十
方
仏
土
を
各
別
と
見
る
場
合
）
は
、
上
下
を
両
部
の
大
日
、
他
の
八
方
を
四
智
・
四
定

と
す
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』
に
、「
十
方
仏
土
の

中
に
智
拳
印
の
み
有
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
智
拳
印
は
大
日
如
来
の

こ
と
で
あ
り
、
中
央
の
大
日
を
主
、
他
方
の
諸
仏
を
伴
と
す
る
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

【
原
文
】

問
。
何
故
四
方
者
仏
、
四
維
者
菩
薩
耶
。

答
。
正
方
者
智
也
。
限
一
方
不
渉
餘
方
。
是
智
徳
簡
択
義
也
。
角
方
者
理
也
。
渉
二
方
兼
之
。
是
理
徳
平
等
之
義
也
。
智

者
依
果
、
理
者
依
因
。
故
四
方
為
仏
、
四
角
為
菩
薩
也
。
凡
密
教
宗
義
異
餘
宗
。
執
顕
浅
義
勿
破
密
深
旨
。
徳
一
懸
顕
網

疑
密
意
。
尤
可
哀
之
。

【
訓
読
】
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問
う
。
何
が
故
に
四
方
は
仏
、
四
維
は
菩
薩
な
る
や
。

答
う
。
正
方
は
智
な
り
。
一
方
に
限
り
て
餘
方
に
渉
ら
ず
。
是
れ
智
徳
簡
択
の
義
な
り
。
角
方
は
理
な
り
。
二
方
に
渉

り
て
こ
れ
を
兼
ぬ
。
是
れ
理
徳
平
等
の
義
な
り
。
智
は
果
に
依
り
、
理
は
因
に
依
る
。
故
に
四
方
を
仏
と
為
し
、
四
角
を

菩
薩
と
為
す
な
り
。
凡
そ
密
教
の
宗
義
は
餘
宗
に
異
な
れ
り
。
顕
の
浅
義
に
執
し
て
密
の
深
旨
を
破
す
る
こ
と
勿
れ
。
徳

一
は
顕
網
に
懸
か
り
て
密
意
を
疑
う
。
尤
も
こ
れ
を
哀
れ
む
べ
し
。

【
解
説
】

第
四
重
の
問
答
。
問
者
は
、
な
ぜ
四
方
は
仏
で
四
維
は
菩
薩
な
の
か
と
問
う
。
そ
れ
に
対
し
て
答
者
は
、
正
方
（
東
・
南
・

西
・
北
）
は
智
を
あ
ら
わ
す
と
す
る
。
こ
れ
は
智
の
徳
が
簡
択
（
分
別
）
の
義
で
あ
り
、
正
方
は
他
の
方
角
に
わ
た
ら
ず
に

一
方
の
み
に
限
る
た
め
で
あ
る
か
ら
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
角
方
（
東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
）
は
理
を
あ
ら
わ
す

と
す
る
。
こ
れ
は
理
の
徳
が
平
等
の
義
で
あ
り
、
角
方
は
、
東
南
な
ら
ば
「
東
と
南
」
と
い
う
よ
う
に
、
二
方
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
智
は
果
に
よ
り
、
理
は
因
に
よ
る
た
め
、
果
で
あ
る
仏
が
四
方
に
、
因
で
あ
る

菩
薩
が
四
維
に
当
て
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

最
後
に
、
密
教
の
宗
義
は
他
の
宗
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
顕
教
の
観
点
よ
り
密
教
の
深
旨
を
破
し
て
は
な
ら
な
い

と
説
く
。
ま
た
、
徳
一
は
顕
教
に
執
し
て
い
て
、
そ
の
観
点
か
ら
密
教
の
義
を
疑
っ
て
い
る
た
め
、
最
も
哀
れ
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
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【
原
文
】

一
、十
方
仏
土
者
随
機
応
現
。
不
可
比
擬
真
言
事

凡
法
華
所
顕
十
方
仏
土
、
阿
弥
陀
経
所
説
六
方
如
来
、
仏
名
経
所
列
三
千
仏
等
、
皆
是
随
機
応
現
也
。
所
以
者
何
、
彼
等

皆
釈
尊
所
説
顕
経
、
非
大
日
法
身
如
義
語
。
又
纔
雖
説
名
字
、
不
明
種
子
・
真
言
・
印
明
。
非
法
性
身
之
条
、
勿
論
也
。

何
以
之
比
挍
真
言
仏
耶
。

【
訓
読
】

一
、十
方
仏
土
は
随
機
応
現
な
り
。
真
言
に
比
擬
す
べ
か
ら
ざ
る
事

凡
そ
『
法
（
１
）華

』
に
顕
る
る
所
の
十
方
仏
土
、『
阿
（
２
）弥

陀
経
』
に
説
く
所
の
六
方
如
来
、『
仏
（
３
）名

経
』
に
列
す
る
所
の
三
千

仏
等
、
皆
な
是
れ
随
機
応
現
な
り
。
所
以
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
彼
等
は
皆
な
釈
尊
所
説
の
顕
経
に
し
て
、
大
日
法
身
の
如

義
語
に
非
ず
。
又
た
纔
か
に
名
字
を
説
く
と
雖
も
、
種
子
・
真
言
・
印
明
を
明
か
さ
ず
。
法
性
身
に
非
ざ
る
の
条
、
勿
論

な
り
。
何
ぞ
こ
れ
を
以
て
真
言
の
仏
に
比
挍
せ
ん
や
。

【
典
拠
】
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（
１
）『
法
華
』：『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
一
（
大
正
九
・
八
頁
上
）
に
、「
十
方
仏
土
中
、
唯
有
二

一
乗
法
一
、
無
レ

二
亦
無
レ

三
」

と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
２
）『
阿
弥
陀
経
』：『
仏
説
阿
弥
陀
経
』（
大
正
一
二
・
三
四
七
頁
中
～
三
四
八
頁
上
）
に
、「
舎
利
弗
、
如
三
我
今
者
讃
二
歎
阿

弥
陀
仏
不
可
思
議
功
徳
一
、
東
方
亦
有
二
阿
閦
鞞
仏
、
須
弥
相
仏
、
大
須
弥
仏
、
須
弥
光
仏
、
妙
音
仏
、
如
レ
是
等

恒
河
沙
数
諸
仏
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
舎
利
弗
、
南
方
世
界
有
二
日
月
灯
仏
、
名
聞
光
仏
、
大
焔
肩
仏
、
須
弥
灯
仏
、

無
量
精
進
仏
、
如
レ
是
等
恒
河
沙
数
諸
仏
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
舎
利
弗
、
西
方
世
界
有
二
無
量
寿
仏
、
無
量
相
仏
、

無
量
幢
仏
、
大
光
仏
、
大
明
仏
、
宝
相
仏
、
浄
光
仏
、
如
レ
是
等
恒
河
沙
数
諸
仏
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
舎
利
弗
、

北
方
世
界
有
二
焔
肩
仏
、
最
勝
音
仏
、
難
沮
仏
、
日
生
仏
、
網
明
仏
、
如
レ
是
等
恒
河
沙
数
諸
仏
一
。
…
…
（
中
略
）

…
…
舎
利
弗
、
下
方
世
界
有
二
師
子
仏
、
名
聞
仏
、
名
光
仏
、
達
摩
仏
、
法
幢
仏
、
持
法
仏
、
如
レ
是
等
恒
河
沙
数

諸
仏
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
舎
利
弗
、
上
方
世
界
有
二
梵
音
仏
、
宿
王
仏
、
香
上
仏
、
香
光
仏
、
大
焔
肩
仏
、
雜

色
宝
華
厳
身
仏
、
娑
羅
樹
王
仏
、
宝
華
徳
仏
、
見
一
切
義
仏
、
如
須
弥
山
仏
、
如
レ
是
等
恒
河
沙
数
諸
仏
一
。
各
於
二

其
国
一
、
出
二
広
長
舌
相
一
、
遍
覆
二
三
千
大
千
世
界
一
説
二
誠
実
言
一
。
汝
等
衆
生
、
当
レ
信
二
是
称
讃
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所
護
念
経
一
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）『
仏
名
経
』：『
三
劫
三
千
仏
縁
起
』（
大
正
一
四
・
三
六
四
頁
下
）
に
、「
你
時
釈
迦
牟
尼
仏
、
告
二
大
衆
一
言
、
我
曾
往
昔

無
数
劫
時
、
於
二
妙
光
仏
末
法
之
中
一
、
出
家
学
道
、
聞
二
是
五
十
三
仏
名
一
。
聞
已
合
掌
、
心
生
二
歓
喜
一
。
復
教
二
他

人
一
令
レ
得
二
聞
持
一
。
他
人
聞
已
展
転
相
教
、
乃
至
三
千
人
。
此
三
千
人
異
口
同
音
称
二
諸
仏
名
一
、一
心
敬
礼
。
如
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レ
是
敬
二
礼
諸
仏
一
因
縁
功
徳
力
故
、
即
得
レ
超
二
越
無
数
億
劫
生
死
之
罪
一
。
初
千
人
者
、
華
光
仏
為
レ
首
、
下
至
二
毘

舎
浮
仏
一
、
於
二
荘
厳
劫
一
得
レ
成
二
為
仏
一
。
過
去
千
仏
是
也
。
其
中
千
人
者
、
拘
留
孫
仏
為
レ
首
、
下
至
二
楼
至
仏
一
、

於
二
賢
劫
中
一
次
第
成
仏
。
後
千
人
者
。
日
光
仏
為
レ
首
、下
至
二
須
弥
相
仏
一
、於
二
星
宿
劫
中
一
当
レ
得
二
成
仏
一
」
と
、

釈
尊
が
過
去
に
妙
光
仏
で
あ
っ
た
と
き
、
五
十
三
の
仏
名
を
受
持
し
た
三
千
人
が
三
劫
に
三
千
の
仏
と
な
っ
た
と

あ
る
こ
と
を
指
す
。

【
解
説
】

以
下
は
、
前
の
問
答
に
付
随
す
る
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
点
目
は
、「
十
方
の
仏
土
は
機
に
随
っ
て
現
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、真
言
の
意
と
比
較
す
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、『
法
華
経
』に
説
か
れ
る
十
方
仏
土
、『
阿
弥
陀
経
』に
説
か
れ
る
六
方
如
来
、『
仏

名
経
』
に
説
か
れ
る
三
千
仏
な
ど
は
、
機
に
応
じ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
経
典
が
釈
尊
所
説
の
顕
教
経
典
で

あ
っ
て
、
大
日
如
来
が
如
義
語
に
よ
っ
て
説
い
た
密
教
経
典
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
。
ま
た
顕
教
経
典
に

は
、
わ
ず
か
に
大
日
如
来
の
名
が
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
種
子
・
真
言
・
印
明
は
明
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ

て
顕
教
に
説
か
れ
る
大
日
如
来
は
法
身
で
は
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
機
根
に
応
じ
て
現
れ
る
顕
教
の
仏
と
、
法
身
大

日
如
来
を
比
較
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
条
目
（
釈
迦
外
有
大
日
別
体
否
事
）
で
問
題
と
さ

れ
た
、
大
日
如
来
と
釈
尊
を
同
体
と
見
る
か
、
別
体
と
見
る
の
か
と
い
う
、
大
釈
同
異
の
問
題
と
も
関
わ
る
も
の
と
考
え
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ら
れ
る
。

【
原
文
】

一
、十
方
仏
土
以
密
教
意
料
簡
事

本
迹
不
二
故
、
摂
迹
帰
本
者
、
雖
随
機
応
現
仏
、
全
是
法
性
身
之
全
体
也
。
仍
以
密
教
意
見
之
者
、
両
部
曼
荼
羅
己
体
也
。

其
旨
、
如
上
述
。

【
訓
読
】

一
、十
方
仏
土
を
密
教
の
意
を
以
て
料
簡
す
る
事

本
（
１
）

迹
不
二
の
故
に
、
迹
を
摂
し
て
本
に
帰
す
れ
ば
、
随
機
応
現
の
仏
と
雖
も
、
全
く
是
れ
法
性
身
の
全
体
な
り
。
仍
て

密
教
の
意
を
以
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
両
部
曼
荼
羅
の
己
体
な
り
。
其
の
旨
、
上
述
の
如
し
。

【
典
拠
】

（
１
）
本
迹
不
二
：
本
迹
と
は
、
本
門
と
迹
門
の
二
門
の
こ
と
。
本
門
と
は
、
仏
の
本
地
・
根
源
・
本
体
を
顕
わ
す
面
で
あ
る
。

迹
門
と
は
、
本
門
の
仏
の
応
現
・
垂
迹
を
示
し
た
面
で
あ
る
。
こ
の
本
門
の
仏
と
迹
門
の
仏
を
不
二
一
体
と
見
る
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こ
と
を
本
迹
不
二
と
し
て
い
る
。

【
解
説
】

前
の
問
答
に
付
随
す
る
問
題
の
第
二
点
目
は
、「
密
教
の
観
点
よ
り
十
方
仏
土
を
考
察
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

密
教
で
は
本
門
（
法
身
大
日
如
来
）
と
迹
門
（
そ
の
他
の
諸
仏
）
は
不
二
と
考
え
る
た
め
、迹
門
の
諸
仏
を
本
門
に
帰
摂
す
れ
ば
、

機
根
に
応
じ
て
現
ず
る
仏
（
迹
門
の
仏
）
で
あ
っ
て
も
、
本
門
で
あ
る
法
身
大
日
如
来
の
体
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う

な
密
教
的
な
観
点
よ
り
論
ず
れ
ば
、
迹
門
の
仏
（
随
機
応
現
の
仏
）
も
両
部
曼
荼
羅
の
体
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

一
、
徳
一
難
不
可
当
事

徳
一
為
相
宗
学
者
故
、
随
機
応
現
仏
之
外
不
知
之
。
仍
以
顕
教
意
難
密
教
義
。
以
短
綆
測
井
之
謂
歟
。

【
訓
読
】

一
、
徳
一
の
難
は
当
た
る
べ
か
ら
ざ
る
事

徳
一
は
相
宗
の
学
者
為
る
の
故
に
、
随
機
応
現
の
仏
の
外
に
こ
れ
を
知
ら
ず
。
仍
て
顕
教
の
意
を
以
て
密
教
の
義
を
難
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ず
。
短
綆
を
以
て
井
を
測
る
の
謂
か
。

【
解
説
】

前
の
問
答
に
付
随
す
る
問
題
の
第
三
点
目
。
徳
一
は
法
相
宗
の
学
僧
で
あ
る
た
め
、
機
根
に
応
じ
て
現
れ
る
仏
の
他
に

法
身
大
日
如
来
が
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
顕
教
の
観
点
か
ら
密
教
を
難
じ
て
い
る
と
し
、
徳
一
の
疑
難
は
密
教
に
対
し
て

適
切
で
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

以
上
、こ
の
「
五
智
各
別
仏
体
事
」
と
い
う
条
目
は
、徳
一
撰
『
真
言
宗
未
決
文
』
の
「
五
智
疑
」
を
問
題
の
根
幹
と
し
て
、

問
者
は
顕
教
的
な
立
場
よ
り
難
じ
、
対
し
て
答
者
は
真
言
密
教
の
立
場
を
宣
揚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
仏

は
五
智
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
五
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
智
の
み
を
備
え
て
い
る
と
い
う
真
言
密
教
の
見
解
は

誤
り
で
あ
る
」
と
問
者
が
難
じ
、
そ
れ
に
対
し
て
答
者
が
、「
因
果
を
等
し
い
と
見
る
」
や
、「
五
方
の
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
一

智
の
み
を
備
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
実
に
は
あ
ら
ゆ
る
仏
が
五
智
す
べ
て
を
備
え
て
い
る
」
と
い
う
真
言
密
教
の
立
場

よ
り
回
答
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
五
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
智
の
み
を
備
え
る
と
い
っ
た
の
は
、
極
果
円
満
の
総
体

で
あ
る
中
央
大
日
と
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
の
四
転
を
あ
ら
わ
す
四
仏
と
い
う
観
点
よ
り
論
じ
た
た
め
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
問
者
の
難
に
対
し
て
、
答
者
は
一
門
的
な
観
点
よ
り
回
答
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
答
者
の

一
門
的
な
視
点
は
、
前
の
条
目
（
釈
迦
外
有
大
日
別
体
否
事
）
で
、
顕
教
の
教
主
釈
迦
と
密
教
の
教
主
大
日
と
の
各
別
を
説
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い
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
顕
密
対
弁
す
る
と
き
は
、
普
門
的
な
観
点
よ
り
論
じ
ら
れ
る
大
釈
同
体
で
は
な
く
、
一
門

的
な
大
釈
別
体
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る８
。

な
ぜ
本
条
目
や
前
条
目
に
お
い
て
、
了
賢
が
顕
密
対
弁
の
観
点
よ
り
論
じ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
冒
頭
に
も
示
し
た

通
り
、
偏
に
こ
の
『
他
師
破
決
集
』
と
い
う
著
作
が
、
東
密
の
教
義
等
に
対
し
て
他
宗
の
諸
学
匠
が
お
こ
な
っ
た
疑
難
を

破
す
る
た
め
の
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
註

１　
『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
二
一
二
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

２　
『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
三
二
八
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

３ 

こ
の
「
毛
利
時
賢
」
と
「
毛
利
親
宗
」
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
尚
、
了
賢
の

事
績
等
に
つ
い
て
は
『
密
教
大
辞
典
』
や
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
「
著
者
略
伝
」（
三
三
九
頁
上
～
三
四
〇
頁
上
）
に
詳
し
い
。

４　
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
六
頁
下
～
一
二
九
頁
下
）。

５　
『
他
師
破
決
集
』
巻
二
（
真
全
二
一
・
二
五
八
頁
上
）。

６　
『
他
師
破
決
集
』
巻
五
（
真
全
二
一
・
三
〇
八
頁
下
）。

７　
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
で
は
、「
大
覚
寺
殿
」
を
「
性
円
親
王
歟
」
と
推
測
し
て
い
る
（
一
二
九
頁
上
）。

８ 

前
の
条
目
（
釈
迦
外
有
大
日
別
体
否
事
）
で
議
論
さ
れ
る
「
大
釈
同
異
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
訳
注
（
二
）

―
巻
第
一
ノ
二
―
」（『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
四
・
二
〇
一
九
）、
並
び
に
拙
稿
「
大
釈
同
異
論
再
考
」（『
智
山
学
報
』
六
九
・
二
〇
二
〇
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
了
賢
、『
他
師
破
決
集
』、
徳
一
、『
真
言
宗
未
決
文
』、
五
智




